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　目的　衣服が人に与えるイメージには、柄や色のイメージが大きく影響していると考え
られる。色のもつイメージや柄のイメージについては、これまでに数多くの報告がなされ
ているが、ある色をそれ１色のみ（以下無地とする）で提示したときと、柄の色としで提

示したときのイメージ差については報告されていないようである。そこで、基礎的研究と
して基本的な衣服柄であるストライプ柄を取り上げ、色とストライプ幅の異なる試料を紙

を用いて作成し、無地とのイメージ差について検討した。
　方法　①ストライプは青系と白、または赤系と白の２色配色とし、青系、赤系の明度を

３段階に変化させた。ストライプの幅は0.5cnから0. 5cin間隔で3. Ocmまで６段階を設定

し、計36種類のストライプ柄の試料を作成した。また、各色のイメージの測定ならびに比
較試料とするため、無地の試料も作成した。試料の大きさは40. 5cm X 28.5ciiiである。②各

試料のイメージを、無地はS D法により求め、ストライプ柄は無地の試料を比較試料とし
て、それとの比較により求めた。評価は15の形容詞対による５段階評価とした。③結果は

分散分析法、因子分析法を用いて分析した。
　結果　①ストライプ柄の試料は、明度の低いものほど、無地の試料に比較し「活動的」
「はっきりした」「個性的」「かたい」「強い」「派手」と評価された。②無地の試料よ

りも「快」「好き」「美しい」と評価されたストライプ柄の試料は、赤系より青系の色で
多くみられた。③ストライプの幅によるイメージの差は、特に「繊細な一大胆な」「痩せ

た一太った」の用語において表れやすいといえる。

I Ea－ 5 みかけの大きさに及ぼす色と素材の影響
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　〈目的〉同じデザインの服を着装しても紺の服を着るとやせてすっきり見えたり、黄色

の服を着ると太って見えたりという色による心理効果かあると言われている。見ための大

きさに色と素材の影響があるかどうか、先に平面で実験を行なったので、人が被服を着用

することを考え、立体で検討した。また、環境の明るさがみかけの大きさにどのような影

響を与えるかも実験した。

　〈方法〉我々か日常用いている生地の中から平織のブD ―ド、光沢のあるサテン、毛足

のあるデリークロスの３素材を用い、色は白・黒・青・緑・黄・赤の6色を用いた。環境

の明るさの影響も考えヽlOOOlxとlOlxの２段階の照度で行なった。刺激侈円錐形に各種素

材をはりつけて製作し、標準に対してのみかけの大きさを調べた。

　〈結果〉見かけの大きさに、色、素材、照度がどの様に影響しているか実験計画法を用

いて分析した。その結果主効果では色と素材が1％で有意差かあり、交互作用では素材と

色は1 %、素材と照度は5%で有意差ありとなった。見かけの大きさに対してデリークロ

スの白が最も大きく見え、ブD ―ドの黒が最も/J辿く見えた。素材別ではデリークロスが

最も大きく見え、サテン、ブロードの順であった。

　趣好調査を立体サンプル18個を見せて行った結果は①サテンの黒、②ブロードの黒、③

デリークロスの黒とブD ―ドの青の順であった。また、服種別に好きな素材と色を調査し

た結果、パーティドレスでは朱子織の黒、外出着では平織の黒、日常着では平織の黒が１

位であった。
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